
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対象：(1) 子ども会育成会、自治会等の子どものまなびを支える指導者 

――：(2) 市町公民館の事業担当者 

――：(3) 学校関係者（教員、ＰＴＡ）・地域コーディネーター・教育振興運動関係者 

――：(4) 市町の生涯学習・社会教育関係職員 

――：(5) ＮＰＯ法人関係者 

――：(6) 民生委員・児童委員 

――：(7) 市町保健福祉部局担当者 等 

 

【① 事例発表】「子どもに寄り添う大人たち」 
発表者：ＮＰＯ法人子どもグリーフサポートステーション 大 塚 光太郎 氏 

助言者：尚絅学院大学 エクステンションセンター長   松 田 道 雄 氏 
※ 死別など、様々な喪失体験をした子どもたちを支える活動を展開している団体の、実践を通じて 

聴こえてくる子どもの声やその様子から得た学びを、参加者と共有します。また、地域で子どもた 

ちが自分らしく育つためにできることについて、一緒に考えます。 

【② 講  義】「人のつながりをつくる仕掛け」 
講 師：尚絅学院大学 エクステンションセンター長   松 田 道 雄 氏 

 

※ 松田先生の代表的な活動「だがしや楽校」の実践から、人のつながりをつくるためにどのような 

手法を用いたか、地域にどんな影響を与えたかなどについて学びます。また、そのほかの実践から 

も、人のつながりをつくる事業のヒントを学びます。 

【③ 情報交流】「人のつながりをつくる事業とは」 
講 師：尚絅学院大学 エクステンションセンター長   松 田 道 雄 氏 

 

※ 事例発表、講義をふりかえるとともに、各所属の実践や取組の状況を情報交流し、人のつながり 

をつくる事業への改善を図る手がかりを探ります。 

 

お申込み方法等は、本セミナーの実施要項をご覧ください。 

問い合わせ先：県立生涯学習推進センター TEL０１９８－２７－４５５５ 

尚絅学院大学エクステンションセンター 
      センター長 松 田 道 雄 氏 

大人と子どもたちとのゆるやかな学びの場を

復活させるため、「だがしや楽校」の活動を提案。

人のつながりを促すことを目指して、全国各地で

実践している。 

 

13:20～16:30 
（受付 13:00から） 

釜石地区合同庁舎 


